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地震観測点の配置状況

玄海原子力発電所周辺【新設２３箇所】

地震観測装置（イメージ図）

観測点設置の考え方

・発電所敷地への影響が大きい、

発電所から半径30km圏内を対象

・10km間隔程度で30km圏内をま

んべんなくカバーする配置

・30km圏外についても主要な活断

層の周囲に配置
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国土交通省国土政策局「国土数値情報（行政区域データ）」をもとに当社が編集・加工
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